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韮
山
郷
土
史
料
館
で
は
、
現
在『
幕

末
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
Ⅱ
〜
坦
庵
の

描
い
た
動
植
物
〜
』を
開
催
中
で
す
。

　

江
川
太
郎
左
衛
門
英
龍（
坦
庵
）公
は
、

幕
末
と
い
う
激
動
の
時
代
に
、
代
官
と
し

て
の
仕
事
に
加
え
、
台
場
や
反
射
炉
を
建

設
し
海
防
政
策
を
行
っ
た
人
物
と
し
て
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
学
問
や
芸
術
、
中
で
も
絵
画
に
優
れ

た
才
能
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

坦
庵
公
の
絵
画
へ
の
取
り
組
み
は
、
父

英
毅
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
す
。英
毅
は
、

文
学
や
科
学
な
ど
多
方
面
に
関
心
を
持

ち
、
著
名
な
人
物
た
ち
と
の
交
流
も
あ
っ

た
人
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
も

熱
心
で
、
一
流
の
人
物
を
師
に
迎
え
て
い

ま
す
。
坦
庵
公
は
、
絵
画
に
つ
い
て
は
大

國
士
豊
や
谷
文
晁
の
教
え
を
受
け
、
腕
を

磨
き
ま
し
た
。

　

最
近
、
坦
庵
公
が
日
ご
ろ
か
ら
描
き
た

め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
、
下
絵
な
ど
絵
画

資
料
の
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
草
花

や
鳥
、
魚
、
人
々
の
生
活
の
様
子
を
描
い

た
膨
大
な
絵（
デ
ッ
サ
ン
）か
ら
は
、
絵

画
へ
の
関
心
の
高
さ
と
と
も
に
、
坦
庵
公

の
優
れ
た
観
察
力
・
描
写
力
が
伺
え
ま
す
。

ま
た
、
作
品
を
描
く
と
き
の
た
め
に
、
モ

チ
ー
フ
を
様
々
な
角
度
か
ら
観
察
し
、
時

季
に
よ
る
色
の
変
化
な
ど
を
詳
細
に
書
き

と
め
て
い
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
そ

の
観
察
眼
が
、
坦
庵
公
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
し
て
の
側
面
を
支
え
て
い
た
の
で
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
調
査
さ
れ
た
資

料
の
中
か
ら
、
半
紙
を

何
枚
も
つ
な
ぎ
合
わ
せ

て
、
四
季
折
々
の
植
物

を
描
い
た
も
の
や
、
庭

に
咲
く
花
を
ス
ケ
ッ
チ

し
た
も
の
、
博
物
図
鑑

の
よ
う
に
昆
虫
や
鳥
を

細
部
に
至
る
ま
で
細
か

く
写
生
し
た
も
の
な
ど
、

坦
庵
公
の
鋭
い
観
察
眼
を
示
す
多

く
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
韮
山
郷
土
史
料
館
の

寄
託
資
料
の
中
か
ら
、
韮
山
反
射

炉
の
過
去
の
姿
を
知
る
こ
と
の
で

き
る
絵
葉
書
を
紹
介
し
ま
す
。
世

界
遺
産
登
録
を
目
指
す
韮
山
反
射

炉
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
企
画
展

　
会　

期　

９
月
２
日（
日
）ま
で

　　
　
　
　

※
水
曜
休
館

　
会　

場　

韮
山
郷
土
史
料
館　
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問合せ
　文化振興課   歴史資源活用推進室
　　　　　　☎０５５‐９４９‐８６０９

その 82 韮山郷土史料館企画展
『幕末のアーティストⅡ
～坦庵の描いた動植物～

鷹図巻部分（江川家所蔵）

反射炉絵葉書（個人蔵）

　

伊
豆
の
国
市
文
化
協
会
に
は
７
つ
の
専
門
部

が
あ
り
、
23
年
度
は
91
団
体
１
，０
８
９
人
が

加
盟
し
、
同
じ
趣
味
を
持
つ
人
た
ち
が
日
々
研

鑽
、
交
流
し
あ
い
、
活
気
に
満
ち
た
活
動
を
展

開
、
継
承
し
て
い
ま
す
。

　
『
生
涯
学
習
き
っ
か
け
づ
く
り
塾
』を
終
え

た
人
も
文
化
協
会
に
申
し
込
み
、
趣
味
を
生
か

し
て
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

専
門
部
別
の
主
な
活
動

歌
唱
部
： 

合
唱
、
民
謡
、
詩
吟
、
朗
読
、
歌
謡

な
ど

舞
踊
部
： 

ダ
ン
ス
、バ
レ
エ
、日
本
舞
踊
、ヨ
ー

ガ
、
ジ
ャ
ズ
・
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
な
ど

演
奏
部
： 

バ
ン
ド
、
ギ
タ
ー
、
尺
八
、三
味
線
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど

学
芸
部
：
俳
句
、川
柳
、考
古
学
、パ
ソ
コ
ン
な
ど

美
術
部
：
書
道
、
絵
画
、
水
墨
画
、
写
真
な
ど

工
芸
部
： 

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
手
編
み
、
て
ま
り

な
ど

伝
統
文
化
部
： 

華
道
、茶
道
、園
芸
、コ
ー
ヒ
ー

な
ど

申
込
み
・
問
合
せ　

文
化
振
興
課

　
　
　
　

☎
０
５
５（
９
４
９
）８
６
０
０

今
月
の
お
す
す
め

『転落少女と 36の必読書  上・下』
マリーシャ・ペスル
（著）／講談社
女子高生ブルーは、
転入した私立高で
謎めいた女性講師と
出会う。知とミステ
リーの迷宮に転落し

た彼女が見た秘密の存在。【中央】

中央… 4 月 14 日（土）11：00～
長岡… 4 月 19 日（木）14：30～
韮山… 4 月 14 日（土）、28日（土）
　　　各 14：00～（30分程度）
対象／赤ちゃん～小学校低学年く
らいまで（申し込み不要）。

問合せ

『放蕩記』村山由佳（著）／集英社
どうして私は、
母を愛せないの
だろう。「母」と
いう名の恐怖、
呪縛から逃れよ
うともがいた放

蕩の果てに向き合う、家族の歴
史と母親の真実とは。【韮山】

おはなし会

【中央図書館】☎ 0558-76-5566
　毎週月曜日休館　
【長岡図書館】☎ 055-947-2364
　毎週月曜日休館
【韮山図書館】☎ 055-949-8605
　毎週水曜日休館
《各館開館時間 9：00 ～ 17：30》
　各館の休館日（年末・年始含む）
は、今月のカレンダー
や、市ホームページな
どをご覧ください。

男の本分は仕事。それは幸せな
人生ですか？海外赴任で壊れた
妻、会社の破綻、親友の死。普
通に生きていても貧乏くじを引
く時代、人生の第２幕を迎えた
男と「家族」の物語。【長岡】

『銀婚式』
　   篠田節子（著）／毎日新聞社

＊【　】内は所蔵館名

『花いくさ』鬼塚忠（著）
　　　  ／角川書店
おのれ秀吉―。深
い友情と信頼で結
ばれた花人･池

いけのぼう

坊
専
せん こ う

好と茶人･千
せん の り

利
休
きゅう

。だが、利休は
非業の死を遂げる。怒りに震える
専好に、またとない復讐の機会が
訪れるが…。【中央】

式 　
お
い
ば
専
せ

休
き

非業 死を遂げ

放蕩記』村山由

蕩の果てに向き

マ

女
転
謎
出

子どもの本あれこれ
 サクラ、サクラ。テーマ

春といえば、皆さんが思い浮かべる、あの花。

今月は、『サクラ』が出てくる本を紹介します。

『たろうのひっこし』
村山桂子（文）・堀内誠一（絵）

「じぶんのへやがほしいな」というたろうに、

おかあさんがすてきなものをくれました。

さぁ、どんなおへやに なったでしょう？

『
村

「

お

さ

『さくら』
長谷川摂子（文）・矢間芳子（絵・構成）

　 わたしはさくら、ソメイヨシノ。わた

しの１ねんのようすをおしえましょう。

『ほわほわ  さくら』
ひがしなおこ（文）・きうちたつろう（絵）

『どうしてわかるの？サクラが咲く日』
（調べるっておもしろい！）七尾純（著）

　 沖縄のサクラ前線は北から南？サクラの開花のしく

みはどうなっているのかな。

1842 年 4月 12日
は、江川太郎左衛

門英龍（坦庵）公が、日本初のパン『兵糧パン』
を焼かせた日。『評伝江川太郎左衛門』で、郷
土の偉人に思いを馳せる？『ぐるぐるマップ
Ｅａｓt』でおいしいパン屋さんを探す？もちろ
ん私は…。（図書館司書　中山）

『お母さんといっしょ』福田幸宏（著）
　　　　／二見書房
アフリカライオン、
ニホンジカ、オラン
ウータン、ヒグマ、
エゾリス…。野生動
物たちの親子が寄り

添う、幸せの瞬間を切り取った写
真集。【長岡】

　
ア
ニ
ウ
エ
物

添う 幸せの瞬


